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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
女性防災リーダー養成講座及び男女共同参画の視点を大切にした避難所開設訓練の実施 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
令和 2年 5月に内閣府男女共同参画局によって、男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドラインが出されま

した。災害時の被害を小さくするためには社会要因による災害時の困難を最小限にする取組が必要であること、

また女性と男性が災害から受ける影響の違いなどに十分に配慮された女性の視点からの災害対応が行われるこ

とが防災や減災、災害に強い社会の実現にとって必須であるとしています。私たちは男女共同参画の視点を大切

にした避難所開設訓練を行ない、また養成講座を開催し、女性防災リーダーを育てていきたいと考えています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
自治会や町会、中学校などで多様性に配慮した避難所開設プログラムを展開することにより、男女共同参画の視

点の大切さに気づき、日常生活の中にジェンダーの意識を取り入れる人を増やしていきます。 

また、女性防災リーダー養成講座を受講することで、防災の知識をもち、避難所運営訓練を「じぶんごと」として捉

え、日頃から自治会や地域で活動する女性を増やしていきます。 

 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
結果：避難所開設訓練の実施は計６回、延べ参加人数 ５３０人 

【委託を受けた流山市総合防災訓練（参加予定人数は 200名）は前日リハーサル終えるも本番は雨天で中止】 

成果：「避難所にはいろいろな人が避難してくること、そのために多様性に配慮した避難所の運営が大切なことが

分かった」という声が、アンケートの結果で一番多かったです。 

社会的な変化：避難所開設プログラムによって、多様性に理解を示す人が増え、また持ち出し袋を用意する家庭

や携帯トイレを常備しようとする人も増えました。市民の防災に対する意識も高まり、防災の備えを勧める自治会

も増えてきています。参加者の反響も大きく、伝え聞いた他市からの問い合わせもあり、講演も行いました。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

2018年 NPO法人パートナーシップながれやま主催「女性防災リーダー養成講座」修了生 16名により 2019年 4

月に結成。2021年にハンドブック「命と暮らしを守る避難所運営ハンドブック～地域に暮らす多様な人々にとって安

心・安全な避難所づくり」を策定。自治会や地区社協、中学校などで「誰も取り残さない避難所づくり」の開設訓練を

実施し、女性防災リーダ―育成を目的に「女性防災リーダー養成講座」を実施しています。 
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避難所開設訓練でテントや段ボールベットなどの設営体験をすることは、「じぶんごと」にする貴重な機会となりま

す。しかし、毎回、参加者に設営体験をしてもらうため、傷みが激しく、「消耗品」であるため、その買い替え経費も

団体にとっては大きな課題となっています。 

近年、災害に対する認識も高まり、設営体験ができる当団体の避難所開設訓練は大変好評を得ております。

今後、より多くの自治会や社協からのオファーがくるよう、来年度は一般市民向けの避難所開設訓練を年 2回実

施し、また中学校の避難所開設訓練も 3回に増やすのを目標に、より広報活動に力を入れたいと思います。 

 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 



2023.11.05 流山本町 1 丁目～9 丁目合同避難開設訓練 

 

 



2023.10.28 十太夫自治会避難所開設訓練 

 

 

 

 



2023.7.02 一般市民対象避難所開設訓練（流山市生涯学習センター） 

 

 



2023.11.23 長崎小避難所開設訓練 

 

 



2024.3.03 ガールスカウト千葉県連盟合同避難所開設訓練 （流山市生涯学習センター体

育館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023.6.21 東部中避難所開設訓練 

 

 



2023.6.21 東部中学校避難所開設訓練 

 

 

 

 


